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第2367回例会 2023.10.12晴

先月の9月16日（土）に米山梅吉記念館の秋季例祭があり、

行ってきました。まず行ったらスーツケースを持った方がおら

れました。はてなと思いましたが、参加されている方の出身

県でビックリしました。青森県・千葉県・北陸・愛知県・広島

県等遠いところからわざわざ米山記念館に来られていまし

た。それから東京RCの方も5人くらいたと思います。今回の記

念講演の講師のリチャード・ダイクさんが東京RCのメンバー

だからです。講演のテーマは「元RI財団奨学生　日本から何

を学ぶか」という内容です。このリチャード・ダイクさんはオハ

イオ州の出身でハーバード大学を卒業されております。正直

言って彼の講演内容は分かりにくかったです。話の前半は日

本を学ぶなら日本に行きなさいとか、「JAPAN　as　№１」とい

う名前の本はハーバード大学で人気のある本ですといった事

を紹介しておりました。後半は緊張していたせいか日本語が

上手く話せなくなり、東京RCの方が通訳する事になってしま

いました。今は米山記念館に来られるRCが多いようで、感心

の大きさを感じました。

幹事報告 幹事　赤池克斗君

欠席者　秋元君、芦川君、窪田君、諏訪部（照）君、千葉君、
　　　　西川君、藤江君、森崎君、横溝君

出席報告
出席総数

前々回 37/49 75.51% 44/49 89.80％
40/49 81.63% 54名会員総数今 回

出 席 率 メ ー ク
ア ッ プ

修 正
出 席 率

１．本日の例会はテーブルミーティングですが、関本照文さ

んに三島西RCの成り立ちについてお話をいただきます。

2.　次回例会は１０月２６日（木）１２：３０箱根の里　「過去の三

島西RCを知る例会」遠藤正幸さんの卓話です。

3. １０月１５日（日）地区大会です。登録いただいた会員の皆

様宜しくお願いします。

4.　三島商工会議所前の愛染院跡溶岩塚にある三島西RC

創立２０周年記念・台湾苗栗RC姉妹クラブ締結１０周年記念

で寄贈した時計塔が無電柱化等による整備を行うため撤去

されます。

5.　古着DEワクチンですが静岡第１グループで111袋×35人

分／袋＝3,885人分相当のポリオワクチンを届けることでき

る、との報告がありました。



深めよう親睦　増やそう仲間

（週報担当：町野　暉）

ROTARY NEWS
世界中で活躍する「行動人」

インド
ベンガル湾沿いのヴィシャカパトナムで、ロータリー会員が
革新的なプラスチックリサイクルと若者雇用プロジェクトを
開始しました。非営利団体「インディア・ユース・フォー・ソサ
エティ」の参加者は、リサイクル収集場やビーチからペットボ
トルを回収し、プラスチックを小さなチップに加工してリサイ
クル業者に販売しています。この非営利団体の目標は、この
活動を自立させることです。加工工場が6月に生産規模を拡
大したため、約8人の若者が働いており、最終的には最大25
人が工場で働けるようになります。この約12万ドルのプロ
ジェクトは、インドのレイク・ディストリクト・モイナバードの
ロータリークラブと、イリノイ州ネイパービル・サンライズ・
ロータリークラブが提唱するグローバル補助金と、米国とイ
ンドの他のロータリークラブからの寄付によって支えられて
います。このプロジェクトは高い評価を受けていますが、米
国環境技術者科学アカデミーからは賞も授与されました。

関本（照）君、南木君、
木村君、鈴木（郁）君
鈴木（郁）君、関本（照）君、
遠藤（正）君、岩崎君、
佐野君、関本（文）君、花房君

おめでとう

会員誕生日

入会記念日

◆ゴルフ同好会、第１回平出年度ゴルフコンペを9月11日

(月)山形県湯の浜カントリークラブにて開催しました。優

勝 平出さん、準優勝 前田智子さん、３位 伊丹さんでし

た。次回第2回は、10月19日(木)裾野カンツリー倶楽部

にて開催します。

地区大会 10月14日・15日　　於：浜松

山路を登りながら

在籍50年正会員　室伏勝宏君

満90歳を迎える正会員　関本文彦君


